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　本学主催の「高校生課題探究発表大会 2021」が、8
月 10 日に附属図書館で初めて開催されました。プレゼ
ン部門、ポスター部門に合わせて 16 校 45 組の高校生
が出場し、日ごろ取り組んでいる課題探究の成果を発
表しました。プレゼン部門の最高賞には、大島高等学
校（チーム「BETA」）の「リサイクル率向上で美しい
奄美に」が選ばれ、ポスター部門の最高賞には、国分
高等学校（チーム「セミの抜け殻班」）の「セミの抜け
殻は語る～気象条件との関わりに重点をおいて～」が
選ばれました。
　本大会は、高校生が自らテーマや課題を設定し、先
行研究などの文献調査やアンケート調査の結果等を基
に、理論的考察を加えた探究成果をプレゼン方式（1
組あたり発表 5 分と質疑応答 5 分）やポスター方式（発
表時間 1 グループ 45 分間）で披露するもので、「ジェ
ンダーギャップ」や「医療やこころの問題」、「環境」
などの社会問題から「地域振興」や「国際支援」、「自
然科学」まで様々なテーマで発表がなされ、会場は高
校生の研究意欲にあふれる熱気に包まれていました。
　発表を終えて、プレゼン部門では国際文化学部長の

大坪治彦教授が「自ら課題を設定し、それに対し真摯
に向き合って追求していく学びを高校生が取り組んだ
ことに敬意を表する。根拠のあるデータをもとに説明
する能力をさらに高めてほしい」と話し、ポスター部
門では副学長の千々岩弘一教授が、「近未来はあふれる
情報により、世界の見え方や感じ方が変わっていくこ
とが予想される。したがって、これまでの研究結果に
満足せず、研究結果を相対化する視点を持ち、自分た
ちの研究をどう伝えていくか磨きをかけてほしい」と
講評しました。
　参加した高校生からは「これまで思いつかなかった
視点の質問をもらった。今後さらに調べてみたい」「研
究してきたことを多くの人に伝えることができてとて
もうれしい」「他校の研究内容に刺激を受けた」など、
充実した大会の様子が感じられる声が寄せられました。
　また、本大会は、事前の体調管理や当日のコロナウィ
ルス感染対策等を十分に行いつつ実施しました。ご協
力いただき、ありがとうございました。
　なお、発表大会の審査結果は裏面のとおりです。

「高校生課題探究発表大会」を本学で初開催！
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